
平成 30年度第 3回探鉱技術委員会(運営委員会)報告 

 

探鉱技術委員会委員長   八木 正彦 

 

開催日時・場所 

平成 30年 9月 21日 (金)  16:00～17:30 

場所：JX石油開発(株) 

参加者 

八木委員長・三石副委員長・図師副委員長・加藤・戸田・竹内・寺本・小林・金子・池・岡本・佐藤・

有坂・安河内・真田・白木 各委員、以上 16名 

議事内容 

1. 定例連絡 

2. 委員会体制 

 委員交代：多田(東京大)⇒狩野(東京大) 、竹内⇒HP委員 

3. 分科会活動状況 

 砂岩分科会：講演会「Getting the best out of academic research」、10/2開催予定。講演会(深

海成砂岩に関する研究紹介)、11/26開催予定。 

 炭酸塩岩分科会：ワークショップ「厚歯二枚貝に関する Workshop」、8/9 開催。講演会「新生

代炭酸塩岩ビルドアップの貯留岩性状と近地表続成作用の影響－南大東島大東層における露頭

アナログ－（仮）」、年度内開催予定。 

 物探分科会：講演会「Non-seismic 物理探査の探鉱における活用の現状」「石油ガス探鉱におけ

る CSEM適用事例」、10/16開催予定。 

 新技術分科会：講演会「有機地球化学の新たな展開：バイオマーカーが欠落した試料の解析法

と迅速解析法の提案」、10/19開催予定。 

4. 平成 30年度シンポジウム特集号のスケジュール確認。 

5. 平成 31年度シンポジウム準備のスケジュール確認とテーマの絞り込み。 

6. 平成 30年度特別見学会、地質編の日程・コース確認および物探編の準備進捗確認。 

7. 関連学会 

 日本地球惑星科学連合大会(2019 年 5 月 26 日～30 日)、ブース出展スケジュール・担当確認、

学協会セッション提案⇒継続審議。 

 日本地質学会第 125 年学術大会(2018 年 9 月 5 日～7 日、北海道大学)、参加及び北海道胆振東

部地震による中断の報告。 

 日本地質学会第 126年学術大会(2019年 9 月 23日～25 日、山口大学)、スケジュール確認、ブ

ース出展の是非⇒継続審議。 

 EAGEによる 1Dayレクチャー(12/5)開催通知。 

8. その他 

 大学との技術交流会(千葉大)、11月又は 12月開催で調整中。 

 微生物起源ガス研究会の設立提案⇒承認。 



 話題提供の継続について⇒承認。 

9. 次回 平成 30年度第 4回探鉱技術委員会 (総会) 

 日程：11月 21日（金）15:00～、会場：三井石油開発(株)、話題提供あり 

以上 


